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＜連絡事項＞

・第1回法人研修がありますので、参加して下さい。
・来週は祝日のため、エアロビと売店はありません。本日買い物2週間分行っています。
・ＧＷ中の各医師のスケジュールをホワイトボードに貼っています。またモーニングミーティングはありません。
＜患者様連絡事項＞
・奥　孝子様～スタッフ付き添い、階上町役場へ課税証明書を取りに行っています。帰院時体温35.5℃でした。兄より現金3万円届いています。
・沼山　真紀子様～本日より自己管理開始となっています。

・成田　早希様～妹、父来院され、スタッフ同席し今後について話し合いをしています。妹様と同居せず、単身生活または施設の方向で退院先を検討していく事となっています。排便−3日目のため、ＩＦオーダー便秘時）センノシド1～2Ｔの指示が出ています。
・高田　マキ様～母より、お菓子と飲み物の差し入れがありました。
＜要注目患者様＞
・高橋　義明様～食事や服薬、作業の拒否はありません。声かけにも易怒性なく応じています。独語ないが、にやつきみられています。他者のトラブルに至らないように注目していきます。
・小笠原　文人様～前傾姿勢と右側への傾き、歩行時ふらつきみられています。奇異行動や呂律不良さなく、日課行う事ができています。引き続き、転倒に注意し、精神症状の観察をしていきます。
・袴田　隆裕様～作業に参加しますが。人が多い所が苦手だと訴え途中で退席しています。余暇は自室で臥床して過ごし、不調や不安感の訴えはありません。日課の確認をすることがあり説明している。本人の訴えを傾聴し、生活環境になれるよう介入していきましょう。
・上村　みわ様～水分の拒否があり、促しにも被毒妄想聞かれ頑なに拒否しています。本日は疼痛を訴え、入浴も拒否しています。食事はレストランで摂取できています。水分摂取適宜促し、ＡＤＬの低下ないよう介入していきましょう。

＜金Ｄｒ診察情報＞
・角　穂並様～食べた後に胃酸が逆流してくると訴えあるため、本日の寝る前からランソプラゾールＯＤ(15)1T　1×ねる前　8日分臨時処方、レキサルティ（2）1Ｔは明日の夕から7日分継続で臨時処方となる。
・小笠原　文人様～流涎は気になります。中村豊の声であっちにいげやお前を叩くぞ」と聴こえてくると話すが、現実でない事は分かっている様子。右下肢の右側にそった部位に魚の目がある事確認。皮膚科の診察をするよう指示を受けている。ビペリデン塩酸塩錠１ｍｇ「ヨシトミ」 2 錠  1日2回　朝夕食後は明日の夕から１４日分臨時薬で処方となる。
・坂本　福子様～Ｄｒにとにかく眠いです。と話されている。眠気や活動度の低下についてはこれまでの経過からも周期的にみられており、減薬したことでその後の精神症状悪化につながったため内服薬継続で明日から継続で7日分処方となっている。Ｄｒより前回と同様本人には辛い場合は無理せず作業には出なくてもよいと説明されている。風邪症状はない為ＰＬ顆粒は、飲み切り止めで良いとの事。
・沼山　真紀子様～本人様から、グループホームの見学決まりましたと伝えている。小青竜湯今日の夕食前から継続で7日分処方となる。他臨時薬も明日から7日分継続処方となる。今後の仕事に関しては、図書館の司書の資格をとってゆくゆくは手伝いの仕事をやりたいなと思っている事を話している。
・井上　和美様～アローゼン顆粒に関し除剤の説明に納得されている。年とって腹筋がなくなってきたと話され母親が亡くなったことについて、95歳で本人からも老衰だったと割り切っている様子見られる。アローゼンに対しては頓服で対応する事で納得されている。臨時薬アリピラゾール（12）1Ｔ明日から7日分継続処方となっている。
・高橋　康満様～Ｄｒからどうですかに身体が弱くなって疲れやすく疲れがでて身体が重い感じがすると答えている。
・十日市　利喜様～Ｄｒから、朝何時に起きているのに「朝４時から５時だな」と答えている。後は変わりないと話されている。ピコスルファートＮａ２本処方になっている。
・角濱　義弘様～本人から気分は落ち着いてきましたとの事。波がありＯＴに長くいれない事を話している。頓服もほぼ使用せず経過している事を本人から話されている。内服薬は同内容で明日から臨時薬７日分処方しなっている。
